
湊漆一増村益城のわざ一
昭和57年度工芸技術記録映画35ミリ．カラー・32分

企画文化庁制作日経映像

漆は塗料の一種で、木や布、和紙に塗ることによって、美しくて、強靭な器物を生み出し

ます。この漆塗りの技法を湊漆と呼んでいます。

‐‐－重要蕪形珂E財｢震漆]-葆蒔著而増村……”確函こあります。作品｢乾

漆朱輪花盤」の制作過程を約6ヶ月にわたり忠実に記録しました。漆芸にたずさわる専門家

に対する技術資料の提供とともに、一般にも長い歴史の中で培われてきた伝統工芸の継承と

創造の何たるかを知らしめる意図のもとに製作されたものです。



１
１
I

■

守

鋤
璽
滝
毅
吾
・
９
・
今

始

』

軸

厚

誼

公

一
《
ｑ
ら
薯
・
鹸
陛
辱
稚

当
Ｐ
げ

唾
Ｄ

』
ｑ《

子

４

勺

●

０

５

０
０
報
申
藍

ｎ

錠
ク
ザ

学

繊
鐘
”

ず
吊

り

隣

●
ね

０

希
餅

も

隆

合
＆

●

４

『

ｑ

。
》
』

’

・
声
・

油

麹

ｒ

＊

I

プロローグ ’

漆は塗料の一種で木や布や和紙と一体になることによって強靭な器物を生
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重要無形文化財「榛漆」保持者の増村益城氏。増村氏の作風はその鋭い造
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原型を作る

rr
乾漆作りは、まず粘土で器物の原型を作りあげることからはじまります。

粘土原型で器物の形や線が徹底的に追及されます。a
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雌型作り＝ 守

粘土原型に石膏液をふりかけく器物の雌型が作られます。

金属板を使って器物の形を修正すると、完成された盛器の内側の姿が想像

できます。

雄型作り型

次に雄型が作られていきます。この雄型によって器物のおおよその形が整
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